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はじめに
　日本の介護人材不足は慢性的な状況となっており社会問題化しつつある。特に，景気動向
に左右され，大不況下において失業率が高い状況ながらも，介護分野の有効求人倍率は１％
を下回らない状況にある。
　しかし，超高齢化社会が進む中で介護人材を増やしていかなければならず､ 2025年には現
行よりも100万人以上もの介護人材がさらに求められるとの推計も公表されている。そこで，
外国人介護士によって一定程度介護人材の不足分を補うという議論がなされ，実際，日本の
介護施設でも雇用されている。
　本稿では，今後の外国人介護士の問題を社会保障制度の枠組みと絡めながら論じ，その問
題と意義について分析することにある。主な研究手法としては，実際に働いている外国人
介護士やその施設長にインタビュー等の調査を行い（本稿掲載について施設側に確認済み），
外国人介護士の受け入れや働き方について考察する。そして，昨今の社会保障制度の動きと
照らしながら介護士の賃金問題と外国人介護士の因果関係について探求する。
１．景気動向に変動する日本の介護人材
（1）慢性的な介護人材不足
　ここ数年，アメリカ経済の低迷，EU（European Union：欧州連合）経済の悪化といった
背景から世界経済は不調傾向にある。これらの影響もあって日本経済は低迷が続き，2012年
半ばにおいて失業率は５％前後に推移している。特に，全産業の平均有効求人倍率は１％を
下回ったままだ。しかし，このような雇用情勢が悪化しているにもかかわらず，介護分野の
有効求人倍率は１％を超えており慢性的な人材不足が続いている。
　もっとも，このような世界的な大不況下以前の2000年代初頭にかけては，ITバブルもあっ
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て日本経済は好景気が続き失業率も４％前後で推移していた。しかし，介護分野の有効求人
倍率は２％を超え，さらなる深刻な介護人材不足に陥っていた。いわば日本経済の景気動向
によって介護人材不足の問題は影響を受ける構図である（図１）。ただし，繰り返しになる
が雇用情勢が悪化している不況下にあっても，介護分野の有効求人倍率は１％を下回ること
はない。
　今後，東日本大震災の影響もあって日本経済が立ち直るか否かは不透明であるが，仮に日
本経済の復調が見え始めると，介護人材不足の深刻化が再来する可能性が考えられる。いわ
ば介護分野の雇用情勢は不安定といえる。
（2）雇用のミスマッチ
　厚生労働省（厚労省）は「2007年から2025年にかけて，生産年齢（15～64歳）人口は約
15％減少し，労働力人口も約５～13％程度減少すると見込まれる。一方，必要となる介護職
員数は倍増すると推計される。この結果，現行のサービス水準を維持・改善しようとする場
合，労働力人口に占める介護職員数の割合は，2007年から2025年にかけて，倍以上になる必
要があると見込まれる。」１）との見通しから，介護人材養成の重要性を指摘している（表１）。
　しかし，潜在介護福祉士が20万人以上も存在するとの推計結果も示されており（表２），
日本の労働市場において魅力ある職として「介護士」が認識されていない。つまり，子育て
や何らかの理由で国家有資格者が介護現場で働いていないことを考慮しても，介護以外の職
を選択している介護福祉士がかなり多くいること自体が，慢性的な介護人材不足の根拠とも
いえる。
図１　介護分野の有効求人倍率と失業率の推移
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２．外国人介護士による労働力
（1）期待される外国人労働力
　既述のように全国で100万人以上の介護士を確保しなければならない状況において，今後，
日本人による介護士では介護労働力を賄えないという予測から外国人介護士に期待を寄せる
議論がある。内閣官房国家戦略室「新成長戦略実現会議」においても，TPP（環太平洋戦略
的経済連携協定：Trans Pacific Partnership）の議論にあたって「ASEAN諸国等のアジア諸国
からは，看護師，介護福祉士等の受入れにつき，強い要望がございます。今後，ASEAN諸
国とのEPAの再協議の場等において，人の受入れについても重要な課題になってくるので
はないかと思っております」２）とのように，外国人介護士の本格的な受入れについて議論が
なされている。
　また，井田は「一方，外国人労働者の受け入れ論争は，少子高齢化への危機感を背景にし
ているが，他の背景もある。例えば，特定の職種・業種で現在も生じている人手不足，経済
のグローバル化に伴う国際的な人材獲得競争の発生等である。」３）と述べているように，少
子化における労働力不足の対応策の１つに外国人労働力の議論が繰り広げられていることも
事実である。
（2）現在の外国人介護士
　実際，既に日本で働いている外国人介護士は大きく２つに分類できる。１つはEPA（経
済連携協定：Economic Partnership Agreement）事業の一環で，毎年，インドネシアやフィリ
ピンから来日して３年間介護施設で働き介護福祉士の国家試験に合格すれば定住権が与えら
れる。そして，本人が望めば永久に日本で働くことができる。この事業に基づく外国人介護
表１　2025年介護職員と労働人口の予測
介護職員数 労働人口
労働人口に占める
介護職員
2007年 117.2万人 6669万人 1.8%
2025年 212～255万人 5820～6320万人 3.4～4.44％
厚労省「社会保障審議会介護保険部会（第33回）資料」2010年９月24日から作成
 
表２　介護福祉士の実態（2007年９月現在）
介護福祉士有資格者 介護保険事業に従事
介護保険事業以外に従事
（障害などの福祉現場）
潜在介護福祉士
63.9万人 35.6万人 5.8万人 22.5万人
出所：厚労省「第1回今後の介護人材養成の在り方に関する検討会資料」2010年３月29日から作成
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士による研修や雇用環境の整備には，一部，公費が用いられている。また，雇用者側である
介護施設も住居確保など賃金以外にも多額な出費が必要となり，現在ではEPA事業に参画
する日本の介護施設は減少傾向だ。
　また，昨今，日本の国家試験のハードルが高いことで，インドネシアからの看護師・介護
士候補者の人数は少ない。特に，介護士候補者においては2010年度の受け入れた人数が100
名を下回り，インネシア人も他の国への就労に傾いている（表３）。
　一方，在日外国人による介護士は，結婚などで日本人と結婚したフィリピン人などが多
く，既に定住権が与えられ日本での労働が保障されている。その意味では，介護士以外の事
務職や飲食業のウエイトレスといった職業に就いている在日外国人もいる。
３．外国人介護士へのヒヤリング調査
　既に述べたように日本で働く外国人介護士は，EPA事業によるインドネシア人やフィリ
ピン人が中心となって働くケース。フィリピン人を中心とした結婚などで定住権を有した在
日外国人が介護士として働くケース。これらの外国人介護士が働いている施設を訪問し，直
に彼（女）らにインタビュー調査を行った。主に岐阜県と東京都内の特別養護老人ホーム
（特養ホーム）がインタビュ―調査に協力してくれた。なお，外国人介護士らは流ちょうに
日本語で話し，施設長を含めて計９人の方にインタビューすることができた。
（1）EPA事業による介護士
・国家試験が不合格して再挑戦するケース
　2012年６月11日，岐阜県内の某特養ホームを訪ねた。ここにはインドネシア介護士２人が
働いており，熱心に介護現場で業務に従事していた。Ａさんはインドネシアで看護師資格を
取得している。日本に来て４年目となり前回の国家試験では３点足りなく不合格となり，再
挑戦に向けて勉強しながら現場で働いている。毎月の給与のうち，数万円をインドネシアの
家族に仕送りしているそうだ。
　彼女にとって試験で難しい科目は「法律」「医学一般」で，専門用語が苦手だという。や
はり，漢字が難しく用語の意味を覚えるのが大変だというのだ。もっとも，試験時間は問題
 
 
 
表３　EPA事業による来日した介護士の人数推移（人）
Ｈ20年 Ｈ21年 Ｈ22年 Ｈ23年
インドネシア 104 189 77 58
フィリピン － 217 82 61
厚労省「経済連携協定に基づく外国人看護師・介護福祉士候補者等の現状」から作成
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なかったが，見直して回答を変えてしまい不合格となり残念だったという。なお，振り仮名
付きの問題に次回の試験から実施されるが，あまり違いはないのではないかということで
あった。実際，漢字の意味を覚えないと勉強にならず「振り仮名」があるか否かは大きな問
題ではないという。働きながらの勉強は大変だが，試験にむけてがんばっていきたいという
ことであった。
　既に，インドネシアに帰ってしまった仲間（同期生）もいる。インドネシアでは看護師の
資格を持っていれば，病院なので働くことができる。しかし，このまま自分は日本で働き続
けていきたいと考えているという。ただ，働き続けるとしても施設でないと不安であり，在
宅介護は考えていないということであった。
　
・来日３年目のBさん
　Ａさんと同じ施設で働く看護師有資格者のＢさんは，来日３年目で2013年１月に初めて国
家試験を受ける予定で働いている。彼女の話によれば，インドネシアの看護師は，日本の看
護師と違って「医療行為」を主に行い，「介護」業務にはあまり従事しないそうだ。そのた
め，基本的な介護技術から勉強したという。
　１年目の介護現場で苦労したことは，やはりコミュニケーションだった。言葉があまりわ
からないので，高齢者との意思疎通が難しかったという。
　時々，日本語が通じなくて高齢者と上手く関係が築けなかったこともあったが，毎回，メ
モを取り，わからない場合は日本人職員に聞くように努めた。また，食事介助も初めは，言
葉が通じないので上手くできなかったが，先輩職員の介助方法を真似ながら，ひとり一人の
パターンを覚えていったという。
　なお，高齢者が，気を使ってくれて親切にしてくれるので助かった。ただ，なかには「介
助」を拒否したり，認知症高齢者の方に繰り返し「文句」を言われるなど，精神的に辛かっ
たこともあった。その意味では，介護の仕事は楽しい側面も多いが，大変な部分も実感して
いるという。やはり周りの日本人職員が，たいへん協力的で頑張れる。休みの日には，他の
施設で働いているインドネシア人介護士と食事に行って楽しんでいるそうだ。今では日本の
映画なども見に行ったりして，日本語には不自由しない。
　最後にケース記録等で漢字を交えて書くのかと聞いたのだが，読むことは大部分理解でき
るが，まだ，書くことは課題が多いということであった。平仮名だけだと書くことは容易だ
が，漢字を交えた文章を書くことは，まだ，勉強中だそうだ。
・男性介護士たち
　2012年７月８日，岐阜県内の別の特養ホームで働く男性の外国人介護士に話を聞いた。こ
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の施設ではEPA関連で計６人のインドネシア人介護士を受け入れている。来日３年目の２
人の男性介護士らに話を聞いた（２人とも看護師有資格者）。
　２人とも日本語が上手で，2013年１月の国家試験にむけて勉強しているという。しかし，
先の介護士同様，試験科目で「法律」「医学一般」が非常に苦慮しているといことであった。
今後，２人は試験に合格して，永久に日本で働きたいということであった。
　実際，２人がケアしている場面も見学させてもらったのだが，高齢者と丁寧にコミュニ
ケーションをとりながら接していた。その高齢者に話を聞くと「親切にしてくれている。若
い青年がケアしてくれて嬉しい。日本人の介護士と変わらず，他の高齢者も喜んでいる」と
いうことであった。
　なお，この施設で働く全般的なインドネシア人介護士が書いた日本語文章も見せてもらっ
たが，かなり漢字を交えて書いた文章もあった（写真：参照）。確かに，６人の文章能力の
差はあったものの，毎日，作文の練習をして少しでも介護日誌を独りで書けるように訓練し
ているということであった。
・都内で働く看護師無資格者の介護士たち
　2012年８月21日，都内の某特養ホームで働く２人の介護士にインタビューを行った。彼女
らは，先のインドネシア介護士とは違い看護師有資格者ではなく日本に来日して３年目とな
る。Ｃさんはインドネシアの大学で日本語学科を卒業して，日本に関心が高くEPA事業に
よって日本で働ける理由で来日を決めたという。「介護」「医療」の知識がないため，初歩的
な勉強から始めたという。来日した同期生の多くは看護師有資格者で，彼（女）らは専門用
語を「和英辞書」で調べて理解するが，自分は専門用語自体を学んでこなかったので非常に
苦労しているという。ただ，日本人職員が基礎的な介護知識も教えてくれて助かっている。
　Ｄさんはインドネシアの大学で経済学部を卒業して，同じく日本に関心があったので来日
したという。やはり「介護」「医療」といった専門知識を初めから勉強して苦慮している。
その意味では，自分達は「日本語」「医療・介護知識」「国家試験対策」といった３分野を働
きながら勉強しなければならないので時間が足りない。なお，先の介護士と同じように２人
写真　インドネシア介護士が書いた日本語文章（本稿掲載は施設側に確認済み）
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とも賃金の一部はインドネシアの家族に仕送りしているという。
　施設側は，彼女らの勉強時間を確保するという意味で，基本的にデイサービス部門で勤務
させ夜勤はさせない労働環境にした。研修で入所部門に数カ月間は働いてもらったが，基本
は日曜日が休みで夜勤がないデイサービスで従事させ，生活リズムも安定させながら勉強時
間も確保しやすい環境にさせたそうだ。
　また，日本人スタッフによる彼女らのサポート体制を設け，日本語の指導や国家試験対策な
どの支援をしている。介護業務が終了した時間帯で，日本人スタッフがローテンションで担っ
ているのだ。その意味でこれ以上の受け入れは難しいということであった。ただ，２人とも真
面目に働いて取り組んでいるので，日本人スタッフも使命感で支援する気持ちになるそうだ。
　法人本部としては，将来的に外国人介護士を受け入れる日も来るだろうと，日本人スタッ
フの研修も含めて経済的出費が多いが，２人程度を受け入れているということであった。
（2）在日外国人介護士の実態
・在日外国人の介護士を雇用する背景
　2012年８月３日，６年前から介護人材不足対策として在日外国人の介護士雇用を試みてい
る都内の某特養ホームを訪ねた。この施設では全介護士のうち約２割を在日外国人で賄って
いる。全て２級ヘルパーの有資格者で，数年間継続して働き続けている在日介護士も数名い
る。ただし，施設長によれば数カ月で辞めてしまう人も少なくなく，日本人介護士よりも離
職率は高いのではないかという。
　その要因としては「言葉」の問題や「文化」の違いもあって，高齢者や職員間とのコミュ
ニケーションを築くのに苦手で辞めてしまうというのだ。数年間，働き続けている介護士ら
は，「人」との関わりが好きで，併せて「介護」という仕事自体に誇りをもっているという。
　なお，施設としても教育システムには力を入れている。在日外国人の中には，上司の指示
を理解していなくても「だいじょうぶ，わかった！」と返事する者もおり，業務を充分に認
識しておらず問題が生じてしまうこともある。そのため，教育する日本人介護士らは，在日
外国人介護士と日頃からコミュニケーションを取り，気軽に話せる関係を築くようにしてい
る。そして，「わからない」ことは直ぐに質問するように促している。
　なお，在日フィルピン人の女性の中には離婚して母子家庭で生活している人もいるため，
施設側も生活全般に相談にのることが多いそうだ。週一回は，地域のボランティアの人達に
よって日本語教室が開催されており，在日外国人の介護士らが定期的に勉強に通っている。
　施設長は，介護人材不足のために在日外国人の雇用を継続しているものの，併せて地域貢
献という位置づけで社会福祉法人（介護施設）の果たす役割も大きいという。既述のように
離婚による母子家庭も少なく，その雇用先として介護施設が機能している。雇用が安定すれ
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ば子供らの生活も安定するという。日本人の母子家庭の母親でさえ，働き先を見つけるのに
苦労しているものの，在日フィリピン人などはさらに厳しくなる。
　しかし，施設側も慈善事業をしているわけではないため，一人前の介護士になってもらう
ために，丹念に指導していかなければならない。そのため外国人介護士を受け入れる比率
としては，現在の２割程度が限界であるという。やはり日本人スタッフがしっかりしなけれ
ば，外国人介護士は育たない。その意味では，国籍を問わず介護人材を育てるのには，時間
と手間がかかる。
　なお，EPA事業による外国人介護士の受け入れについて話を聞いたのだが，相当な費用
を出費しなければならず施設としても経営的に難しい。しかも，日本語教育と国科試験対策
まで施設側が面倒をみなければならず，EPA事業は財政的に体力のある施設でないと難し
いという。
・在日フィリピン人介護士らに話を聞く
　在日フィリピン人介護士のＥさんはヘルパー２級有資格者で，この介護施設に働いて４年
目となる。日本語も流ちょうで夜勤業務もこなしている。日本人男性と結婚したが離婚。シ
ングルマザーとして小学生の子供を育てているという。定住権があるため他の仕事も選択で
きるが，フィリピンに居た時から医療・介護関係の仕事に関心があり，日本で働くことに
なったので介護士の仕事に就いたそうだ。他の在日フィリピン人は，事務職やウエイターな
どの仕事もしているという。なお，この施設は日本人スタッフが丁寧に教えてくれるので働
き続けられる。今後も，介護士の仕事をこの施設で続けたいということであった。
　また，同じく在日フィリピン人の介護士Ｆさんは，日本人の夫と小学生２人の４人家族で
介護士の仕事に従事。日勤のみで２人の子供を学童保育に預けて介護士の仕事をしている。
フィリピンではリハビリテーション関係の有資格者で，日本でも家計の関係で働くことにな
り介護士の仕事に就いたという。しかも，子育てをしているので介護士の仕事をしていると
信頼され，学校関係者にも職を説明しても理解してもらいやすいという。また，この施設の
日本人スタッフが親切にしてくれるため働き続けられるということである。
　
３．施設経営者の意識
（1）東京都内の施設責任者への意識調査
・調査目的と方法
　2012年６月４日，筆者は東京都社会福祉協議会の協力の下，外国人介護士を雇用している
施設責任者にアンケート調査を行った。外国人介護士をテーマとした研究会に集まった施設
責任者を対象に，時間を割いてもらいアンケート票に記入してもらった。調査にあたっての
??????????????????? 119
⑼
説明は調査側（筆者）が直に行った。その意味では，本調査は機縁法に基づく調査と言える。
・結　果
　当研究会の参加者33名のうち24名から回答を得ることができた（回答率73％）。なお，回
答者の内訳として「あなたの身分は？」の質問に対しては，①理事長等（11人），　②施設長
（７人），③事務長もしくは事務員（６人）であった。
　具体的な質問では「長期的に考えて日本の介護現場では外国人介護士は必要か？」に対し
ては，①必要である（17人），②必要でない（１人），③わからない（４人），　④未記入（２
人）であった。
　「将来的に外国人介護士が日本で働くとしたら，全体の介護士から考えて何割程度が妥当
か？」においては，①１～２割程度（16人），　②３～４割程度（２人），　③５割程度（０
人），④状況次第で６割以上でも構わない（０人），⑤極力日本人介護士で担うべき（０人）， 
⑥わからない（５人）であった。
　「外国人介護士が在宅介護分野で働くとしたら問題はないか？」に対しては，①問題があ
る（11人），　②問題はない（４人），③わからない（９人）であった。
　「在日外国人は，EPA事業などの外国人と異なるか？」に対しては，①異なる（17人），　
②異ならない（０人），　③わからない（６人），　④未記入（１人）であった。
　「将来的にあなたは「介護」に限らず，日本で外国人労働者の受け入れについてどう考え
るか？」に対しては，①分野を問わず受け入れるべき（17人），②雇用分野を限定して受け
入れてもいい （４人），③受け入れるべきでない（０人），④わからない（３人）。
・自由意見
　回答者には自由意見も記述してもらったが，外国人介護士に関して多様な意見が寄せられ
た。主な内容は以下のとおりである。
　「適正のある人が必要，日本人でも外国人でもかまわない。」「親の介護を外国人にゆだね
るのかを，広く国民に問うべきではないか。」「少子化で人材不足になっていくだけでなく，
限られた介護報酬の中で人が集まらないため現状のような低賃金でも働ける人材として必
要。」「失業率の増加で介護職が日本人で増加している。工夫次第で外国人に頼らずまかなえ
るのではないか。」「人材不足なので潜在介護士やヘルパーが働ける環境整備が必要。」
　「介護現場という決め付けではなく，今後，どの業界でも外国人は必要かと考える。」「利
用者に外国人（特に韓国人）の方がいることを考えると，外国人介護士は必要と考える。」
「留学生など介護労働の面から質の高い若者が，日本に留まることができるようにする。」
「日本人の介護に対する考え方は甘い。外国人が入ることによって，日本人の考え方が変わ
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るのではないか。」
　「圧倒的にマンパワーが足りない。」「少子高齢化がくるのは目に見えている。必ず日本人
だけでの介護人材では困難になる。」「本来は自国民でまかなうべき。たとえ老老介護であっ
ても。」「日本人が長期に渡って働ける職場として考えると，将来的に難しい面がある。」「大
規模災害等発生すると本国に一斉に帰ってしまう恐れがある。」「受け入れ態勢が必要。受け
入れ側に負担が大きい。」
　「資格より，利用者と必要な会話が可能な語学力と，読み書きがポイントだと考える。」
「外国人に頼るというより，自分たち（日本人）でお世話ができたらと思う。あくまで理想
だが……。」「介護という仕事を日本人にも魅力のある仕事にしていかなければいけない。し
かし，約１～２割は外国人と協同していきたい。」
・考　察
　この調査は外国人介護士に対して前向きな施設責任者を対象とした調査であったため，将
来的に外国人介護士の受け入れは当然のことのように感じている回答が多かった。その意味
では，少子化による労働人口の減少が予想され中で，介護人材不足が深刻化される対策とし
て外国人介護士への期待は大きいといえる。
　ただし，その割合は日本人介護士が８～９割程度が妥当で，外国人介護士は１～２割程度
という意見が多かった。施設側も介護現場の主流は，日本人で賄うべきだとする意識が強い
と理解できる。
４．社会保障制度と外国人介護士
（1）増え続ける介護給付費
　将来的な介護保険給付費の伸びが急激に上がり，医療や年金と比べてもその対前年度比が
もっとも高いと予測される。特に，2025年団塊の世代が75歳に達する時期には，約20兆円に達
するとされている（図２）。しかも，それに伴い介護保険料の標準額が毎月8,200円までに達し，
社会保障制度における給付費全体からしても大きなウエイトを占めると推計されている（図３）。
　なお，2012年年度社会保障給付費の全体額が約110兆円であるのに対し，2025年度には約
150兆円にまで上るとの予測もなされている４）。その意味では，介護保険給付費の占める割
合は，「年金」「医療」に次いで高いといえる。
（2）人件費と介護保険給付費
・妥当な介護士の賃金
　筆者は，現在の介護業界において常勤介護士の年収がどの水準が妥当であるかを把握する
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ためアンケート調査を行った。調査方法としては，2011年１月16日～３月５日にかけて，以
下に記した介護従事者らが集まる研修会にてアンケート票を直に配布した。記入にあたって
の留意点は，直接，調査側（筆者）から説明した。なお，本調査では質問項目ごとに自由意
見も記入してもらった。回収率70.9％（配布枚数1,210枚→回収858枚）となり，本調査は有
意抽出（機縁法）に位置付けられる。
　 1月26日：東京都社会福祉協議会主催の介護従事者向け研修会（東京都新宿区）
　 2月 3日：茨城県生活協同組合主催の介護協力員研修会（千葉県牛久市）
　 2月 6日：流山市主催の介護従事者研修会（千葉県流山市）
　 2月 9日：岐阜県老人福祉施設協議会主催の研修会（岐阜県岐阜市）
図２　将来的な介護保険給付費の推計
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　 2月16日：北区役所主催の介護従事者研修会（東京都北区）
　 2月21日：西東京市主催の要介護認定調査員研修会（西東京市）
　 3月 5日：長崎県介護支援専門員協議会主催の研修会（長崎市島原市）
　この調査結果から，平均年収400万円前後といった回答が約半数となった（図４）。しか
し，現在の常勤介護士の平均年収は300万円前後である。約100万円の差があり，低賃金化に
よる介護職の魅力のなさは否定できないと考える。その意味では，現行の介護士の賃金水準
を上げていかないと，新しい多くの労働力が介護分野へ移転していかない。
　しかし，外国人介護士が増えることになれば低賃金化が慢性化し，日本人の介護職への魅
力が低迷したままになる。そして，将来性が期待できない労働分野であるとの認識を，労働
市場に根付かせてしまう。
・慢性的な低賃金化
　繰り返しになるが，介護士の給与は低賃金化で全産業平均と比べてもかなりの差が生じて
いる５）。これは介護職員処遇改善交付金もしくは加算といった待遇改善策を施しても，その
格差は埋まっていない。しかも，平均勤続年数が全産業と比べると短い。介護保険制度が創
設されて12年が過ぎているが，それ以前から老人福祉制度によって介護システムは賄われて
おり，決して「介護士」という職種の歴史は他の職種と比べても歴史が浅いわけではない。
にもかかわらず勤続年数が短いということは，「離職」している介護士も多いと考えられる。
「財団法人介護労働安定センター」による調査でも介護士の平均離職率も全産業平均と比べ
ると高い（表４）。
　そもそも，「介護」というサービスは「人」で決まるため，経営的に考えると人件費比率
が大きく関連する。確かに，一定の事業所の経営工夫で介護士の賃金を引き上げることは可
図４　常勤介護士の平均年収（20歳～60歳）はどの程度が妥当と考えるか？
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能である。しかし，介護保険給付費を多くの事業所は経営の拠り所としているケースが多
く，最終的には給付費の増大（介護報酬の引き上げ）がなければ，かなりの賃金水準を引き
上げることは難しいであろう。つまり，逆に考えると今後の介護保険給付費の伸びを緩やか
にするには，介護士らの人件費を引き上げず現行水準に留めることで可能となる。
（3）TPPを見据えた議論
・TPPとは
　冒頭で述べたTPPとは６），現在のインドネシア人やフィリピン人の受け入れ体制である
EPAに基づくシステムとは異なる。現在の外国人介護士と関連するEPAは２カ国間協定で
あるため相互間の同意によって，その規定やルールは限定的である。しかし，TPPのよう
に協定国が多数になれば，かなり弾力的な規定にならざるをえない。
　もっとも，これらの議論では「人の移動」に関しての試算や影響について論じられること
は少ない。しかも「看護師・介護福祉士等の海外からの人の移動に関する課題（看護師・介
護福祉士試験の在り方及び受験機会の考え方等の検討課題を含む。）にどう取り組むかにつ
いては，『包括的経済連携に関する基本方針』に基づき国家戦略担当大臣の下に設置した検
討グループにおいて，６月までに基本的な方針を策定。」７）とのように，未だ政府も明確な
方針を打ち出していない。
　しかし，仮にTPPに参画することになれば，ハードルの低い外国人労働者の受け入れは
一部認めざるをえないと考える。しかも，介護分野へ開放は避けられないであろう。むし
ろ，外国人労働者の全面的な受け入れに関しては，産業ごとの利害関係が絡み難しい側面も
ある。しかし，慢性的な人材不足に悩む介護分野においては日本の世論も受け入れに前向き
になる可能性が高い。
・「円」を求める外国人労働者
　仮に，そのような介護分野における外国人労働者の移転の自由が認められれば，貨幣価値
の高い日本への出稼ぎを希望する外国人が介護分野へ参入することになるだろう。現在の外
国人介護士は，参入にハードルが高いために水準の高い労働者が日本で介護士として働いて
表４　訪問介護員，介護職員の1年間離職率推移
2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
介 護 職 員 20.3% 21.6% 18.7% 17.0% 17.8% 16.1%
全産業平均 16.2% 15.9% 14.6% 16.4% 14.5% －
㈶介護労働安定センター「介護労働実態調査各年版」から作成
厚労省「平成22年雇用動向調査結果の概要」から作成
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いる。しかし，介護分野に限定したとはいえ，「労働の自由」が認められれば質の担保は未
確定だ。しかも，介護士は看護師と違って「業務独占」的な職種ではないため，国科試験に
合格しなくても日本人や定住権のある人であれば従事できる。
　繰り返すが，介護サービスの質は，「人」で決まる。良い人材に恵まれれば，サービス水
準は高くなる。製造業の分野では技術革新等によって，サービス水準が高くなり人々の「効
用」が増すかもしれない。しかし，「介護」は優れた医療技術革新が生じても，最終的には
従事する「人」次第となる。つまり，文化・習慣・言語体系が異なる外国人が日本で働く場
合，充分は専門的知識・技能・風習を取得していなければ，サービスの質の担保は難しくな
ると考える。
・日本人による介護
　介護現場では，単に「人」の身体ケアをするのだけではなく，高齢者などとコミュニケー
ションをとりながら精神的な支えとならなければならない８）。外国人が日本でこのような役
割を担うには，それなりの時間と研修が必要である。そのような意味で，今後，マンパワー
不足が懸念されるとしても，決して介護従事者の主流が外国人であるべきではない。
　ただし，筆者は，完全に外国人介護士を排除する考えではない。むしろ，将来的には，部
分的に専門性が担保された外国人の「労働力」が不可欠な時も来るであろう。しかし，既述
のように主張する背景には，優秀な外国人介護士を養成するためには，日本人の従事者らが
現場で主流となって，その専門性を外国人らに教示することが必要であり日本人介護士が現
場で定着していなければならないからだ。
（4）外国人介護士と社会保障費抑制
・外国人介護士の受入れ
　これまで述べてきたように，現在，日本で働いている外国人介護士はEPA事業によるも
のと，在日外国人による２種類に分けられる。特に，前者は施設側の経済的負担もあり大き
な問題を抱えているが，将来的に外国人介護士を受け入れる時代が介護業界に来ることも見
込み，先行投資的な意味合いで外国人介護士を受け入れている。
　一方，後者は労働の自由が認められているため，日本人と同様に「介護職」に魅力を感じ
た者でない限り希望しない。
　ただし，いずれも施設側としては「教育」「受入れ体制」などに多くの課題を抱えているこ
とに変わりはない９）。しかも，「介護人材不足」という視点が強く，現行の介護士の賃金水準
や社会保障制度の動向といった議論は薄いといえる。いわば現場では目の前の人材不足につい
て対応することに迫られているといった視点で，外国人介護士の問題を受け止めている傾向だ。
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・労働人口の減少との関係
　しかし，超高齢化社会に直面している日本社会において，社会保障給付費の伸び率の問題
は社会全体に深刻な影響を与える。しかも，労働者人口も減少しサービスを受ける高齢者人
口が急増する現状において，社会保障制度の問題は国家運営においても重要な課題となる。
特に，介護保険給付費の伸び率は，他の社会保障サービスの伸び率よりも高く，今後も上昇
し続ける見通しである。そして，将来的には，さらなる高齢者の自己負担増も考えられる10）。
　一方，既述のように介護現場では慢性的な人材不足が続き，2025年に団塊の世代が75歳に
達する時期までに，多くの介護士を賄えるか否かが大きな焦点となる11）。このような慢性的
な人材不足の大きな背景には，低賃金化によって若年世代層が介護職を魅力あるものと認識
せず，多くの人々が介護分野へ移転しないことが挙げられる。その意味では，介護士の賃金
水準を全産業平均レベルまでに押し上げるには，さらなる介護保険給付費の伸び必要となる
（介護報酬の引き上げなど）。
・安い労働力の輸入
　そこで，現行の介護士の賃金水準を維持したまま，多くの介護人材を確保する方法とし
て，外国人介護士の受け入れについて議論することができる。なぜなら日本の貨幣価値は，
東南アジア諸国と比較してもかなり高く，日本の介護士の賃金水準でも充分に母国へ仕送り
することができるからだ。実際，既に日本で働いているインドネシア介護士達の大部分は賃
金の一部を母国の家族に仕送りしている。
　確かに，TPPに慎重な意見も多数見られるものの12），結果として全面的に介護分野におけ
る外国人介護士の自由化が日本で認められたならば，質の高いマンパワーを確保できる保
証はなく，むしろ，「円」を求め安価な外国人労働者が流入し13），結果的に介護サービスの
「質」の低下を招きかねない。もちろん，現在働いている外国人介護士は，「質」の高い優れ
た人材が多くサービス水準も高い。しかし，労働の自由化が進めば，現行の外国人労働者よ
りも「質」の低い人達が来日する可能性が考えられる。
まとめ
　今後，介護保険制度は必要不可欠な制度であるものの財政的に非常に厳しい状況が生じて
いる14）。そのため，外国人介護士の自由化を促進する背景には，介護保険給付費の大幅な上
昇を抑制する問題と深く関連してくると考えられる。しかし，単に介護現場が人材不足であ
るから，外国人介護士にその代替を求める議論は，結果的に社会保障給付費の伸びを緩やか
にする施策と重なり，一般的な日本人介護士の賃金水準の向上を阻む結果にもつながること
は否定できない15）。
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　確かに，日本の生産年齢人口の減少を考えれば，将来的に外国人介護士の協力を得なけれ
ば介護現場を支えていくことはできないかもしれない。すでに世界では医療・福祉領域の人
的な移動は活発である16）。しかし，そうであっても大部分は日本人介護士が介護現場の主流
であり続け，例えば，外国人介護士は２割程度までしか認めないといったコンセンサスを築
くべきではないだろうか。
　その意味で，外国人介護士の問題を単なる人材不足の論点で理解されるのではなく，社会
保障全体の枠組みで議論される必要がある。
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The Significance of Foreign Care Workers
in the Japanese Social Security System
YUKI, Yasuhiro　
 Nursing caregiver shortages in Japan have become a chronic social problem. Job market for caregiver 
tends to be affected by the economic climate, and the high jobless rate has continued under the 
prolonged recession. That means, the supply of care workers should be fulfilled. The ratio of job offers 
to job seekers for caregiver is more than 1%. Japanese society would need more caregivers because the 
elderly population will continue to increase. Some Statistics indicates that in 2025, Japan would need 
1 million more care workers compared to the current level. This situation has caused the introduction 
of foreign caregivers to fill necessary workers, and some foreign caregivers have already been working 
in Japan. This paper will discuss the issues of employing foreign nursing caregivers; analyzing its 
significance or problems, and its impacts on social security system.

